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＜連絡事項＞
・本日4/5のオンコール当直医ですが、馬渡Dr⇒田名部Drへ変更になります。

・4/20(水)を予定していた「春の会」ですがコロナウイルス感染拡大防止の観点から

今年は中止といたします。　
＜患者様連絡事項＞
・小田　タネ様～4/6より、臨時薬と退院時処方含め22日分処方となります。
　　　　　　　　初外来は4/27（水）10：00、訪問看護を実施するあたり主治医より指示
を頂いている。

・会津　虜子様～小栁Drより明日の朝からカロナール（60）2Ｔ1×朝食後と減薬で7日分処方となっています。
・三浦みよ子様、高橋義明様、久保興介様臨時薬同様で明日の朝から7日分処方となっています
＜要注目患者様＞

・江刺家　惠子様～夜間不眠傾向だが午睡する事なく自室で過ごしていた。
私物（防水シーツ、手拭き、お尻ふき）等に執着する発言なく、「私が呼んだら来てくれますか」や「今日の準夜スタッフは誰と聞いてくる」と確認行為はあるが他は暴言自己主張なく説明には理解示し午前のオムツ交換時「昨日も仕事でしたよね」と言われ幾分微笑みがみられ適度に水分補給され各食1/3～2/3と　摂取し服薬も問題なく服用していた。話す時の口調もやわらかさを感じた。
・森　ひで様～各食後の点眼・姿勢正すに関しスタッフコールが聞かれていた。右手振戦がみられることから介入を要していた。流涎と唾ため込みのため吐き出すよう示していた。午後になると待つ事ができず自室に戻りたいの願望が聞かれていた。
・北村　奈美様～深夜私物にぶつかってしまい物音が立ったことで、同室の金様から音を立てないでと言われたと報告。気を使い過ぎてお腹壊すし、膝も自傷するから、同じ部屋は無理です。東病棟の個室に戻して下さい」と訴える。
スタッフからの指導や説明は納得されるが「でも気を使い過ぎて精神的におかしくなる」と訴える。日勤帯も同様の訴えが聞かれるが他病棟に行きたい等の訴えは聞かれず、身体面で腹痛のことを2,3日前から聞かれていた。今後も続く様なら部屋の移室も検討していく。

<馬渡Drの診察状況＞

・森　ひで様～主治医の診察で自分の入院日を知りたいと言われ確認し記載している。

流涎・振戦のため、明日の朝から内服薬がペロスピロン塩酸塩錠（4）2Ｔ朝昼後が止めになりブロナンセリン錠（4）1Ｔ1×朝食後と変更になり他は同様で7日分処方となっています。
・戸賀沢　潔様～主治医より転院まじかの為、風邪をひかない様に身体をいたわるように言われ診察終了している。退院時処方も含め明日の朝から同内容で7日分処方となっている。
・泉山　紀子様～母氏の死去に関しては病棟内では会話は聞かれずに過ごすが、母氏の死に至る時付き添ったスタッフに会うと涙がうるうるとなると情報提供する。また、プログラムに参加するが眠気があり花粉症も大変と本人様かの訴えは聞かれると報告。診察時も、眠気の事は話されていた。花粉症の内服薬は続けたいとの事。最近では花粉症がひどくて、と内服薬を開始している。内服後はアレルギー反応は軽減されているが、眠気があるというが処方内容は継続で明日の朝から7日分処方となります。
